
近年の農泊先進地で

見られる傾向と対策Ⅱ

〜特に学校教育旅行とインバウンドについて〜

令和6年3月

一般財団法人都市農山漁村交流活性化機構 花垣紀之



■イギリス：ルーラル・ツーリズム □日本：グリーンツーリズム

■フランス：ツーリズム・ベール

■ドイツ：アグリツーリズム

■イタリア：アグリツーリズモ

欧州の農家民宿は“バカンス（長期休暇）”の滞在先として定着

※欧州を参考にしました

２．観光編



農家民宿に“長期滞在する外国人旅行者”



数日をかけて“周辺観光地”を周遊



“自治体の枠”を超えて移動する行動力



“ゲストハウス”の特色

画像の出典： 民泊＆ゲストハウスまたきたい（岩手県一関市）

□古民家等の住居を活用していること

□“ドミトリー（相部屋）”で受け入れること

□“共用スペース”を設けていること

“長期滞在・一棟貸し・泊食分離（自炊・外食）”のニーズ



部屋貸し
（空き部屋）

１棟貸し
（空家・離れ）

対策１：“貸し方”と“食事の有無”の選択

□食事を提供する（“朝食のみ”を含む）

□食事を提供しない（泊食分離）



□集落居住者：５世帯19人

□民家：12軒(うち10軒が茅葺)

 内７軒が空き家 

□課題：空き家の保全、集落の維持

2007年 きっかけは集落全世帯調査

2012年 住民主体による「NPO法人集落丸山」設立

事例：兵庫県丹波篠山市丸山集落による取組み



～泊食分離・空き家を改修した“ラグジュアリーな一棟貸し”の宿～

□提供：一棟貸し(定員6名)

□一棟利用料金44,000円、サービス料1名5,500円（※連泊割引有）

□食事:自炊(朝食の提供も可能)

空き家を改修した宿泊施設“集落丸山”

画像・情報の出典：“集落丸山”の公式サイト

高単価のため客室稼働率が30%でも黒字が確保できる。

※一般的なホテルで採算に乗る稼働率は70%が目安

  （出典：『古民家20軒まるごと再生し集客「篠山モデル」全国へ』（日本経済新聞）2019年2月23日）



丸山集落（兵庫県丹波篠山市）

“分散型ホテル”による展開

【用語解説】

□「町全体をホテルにする」というコンセプトの元、宿泊スペース、飲食スペース、浴場

 等の設備や施設が地域内に分散しているホテルのこと

□イタリア等で見られる宿泊サービスの営業形態（例：アルベルゴ・ディフーゾ）



図：【公式】アルベルゴ・ディフーゾインターナショナル極東支部（日本・アジア公式認証機関） (albergodiffuso.jp)

イタリアで少子高齢化による過疎対策、特に「空き家問題」を観光産業で

解決しようという取組を指し、集落内の空き家等をホテルとして再生し、

レセプション機能を持つ中核拠点を中心に、宿泊施設やレストラン等を

水平的にネットワーク化（一体化）するものです。

事例：アルベルゴ・ディフーゾ（イタリア）



景観
（地域案内）

体験
（農作業体験等）

食事
（農家レストラン等）

宿泊
（農家民宿等）

購買
（直売所等）

地域ファン

対策２：“観光客による地域回遊”の推進

地域周遊型

の観光・交流

地域の方々が

地域をお勧めする

意識が大切！





食事

住民

日常
家族・友人・知人の外食

一人での外食

非日常
交際（特別感）

冠婚葬祭（演出）

労働者 日常
昼食：短時間・安価

夕食：懇親（飲酒）、夜食等

観光客 非日常 ご当地感・旬・共感

注：食事の場合、“住民”がお客様になることも（観光地では“二重価格”の設定も）

対策３：地域資源の活用（お客様の非日常）



出展：電通報 2022.０９.２９

「どうなる？日本のインバウンド

～訪日客を増やすための

   キーワードを探る～」

興味関心のある訪日体験

（2022年調査TOP15）

※訪日旅行意向者ベース

（n=5992）



外国人旅行者が求める“日本のより奥のこと”

日本・地方の自然・気候 → 風土 →文化

ソバ打ち体験



参考：農村地域Ａにおける月別の主たる客層と地域ネタの想定

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

個人客 熟年 若年 若年
熟年

ファミリー
熟年

 ファミリー

団体客
企業
研修

学校
旅行

学校
旅行

地域ネタ 正月
節分

旧正月
ひな祭り
山菜取り

山菜取り
苗代づくり

田植え
摘花
摘果

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

個人客
 若年
ファミリー

若年
ファミリー

若年 熟年 熟年 若年

団体客 合宿
学校旅行

合宿

地域ネタ
ホタル
草取り

夏野菜の収  
穫、草取り

稲刈り
ソバの花

収穫
祭り

新そばの
ソバ打ち

正月
準備

対策4：“訪れやすい客層”に合わせたプランの提供



事例：移住者が開業した一棟貸しの宿“農家民宿Lien遠野”
（岩手県遠野市）





ご主人は“自然体験”が好き・女将さんは“調理”が好き



ベジタリアンの分類

食用 食用以外

植物性
食品

動物の肉
(鳥肉・魚肉・そ
の他の魚介類)

乳
製
品

卵

動物製品
（皮製品・シルク・
ウール・羊毛油
・ゼラチン等）

ビーガン
または

ピュア・
ベジタリ
アン
（純粋菜食）

①ビーガン ○ × × × ×

②ダイエタリー・ビーガン ○ × × × ○
必ずしも避けない

③フルータリアン

植物を殺さない食品・
植物を絶やさない食品のみ
〇リンゴ：木は死なない
×ニンジン：死ぬ

△ × × × ×

ラクト・ベジタリアン（乳菜食） ○ × ○ × －

ラクト・オボ・ベジタリアン（乳卵菜食）
※欧米のベジタリアンの大半

○ × ○ ○ －

その他
ペスコ・ベジタリアン（植物性食品・乳・卵と魚は〇）、

ポーヨー・ベジタリアン（鶏肉は〇）など

※魚を食べない人の場合、みそ汁や煮物のかつお出汁やいりこ出汁もダメです。

ベジタリアン（原因食材等の排除）



ハラム（信仰上禁止されたもの）の例

イスラム教徒(ムスリム)の習慣（原因食材の排除など）

豚肉

豚肉の使用

豚肉を調理した包丁、まな板、フライパン、鍋などの調理器具や豚肉料理
に使用した食器を使って料理を提供すること

豚由来
の成分

豚脂（ラード）、豚の身や骨でダシをとったスープ、ゼラチン、ソーセージ

豚脂を原料：乳化剤、調味料

豚皮を原料：ゼラチン、コラーゲン、ソーセージ用の豚腸

豚の内臓に由来する酵素

アルコール、
同成分

酒類には分かりやすくアルコールであることを明示すること 

酒類もしくはアルコール成分が含まれる調味料（みりん等）の使用

血（血液）

肉や魚など動物性食材の血抜き処理に気をつけること

調理時の焼き加減にも気を配る（焼き加減をあらかじめ尋ねる心配り）

スッポン料理など、生き血を酒で割ったものは使わないこと

エビ・貝 一部のイスラム法学派ではエビや貝を禁忌であること

その他 蛙、ワニ、亀などといった両生類や爬虫類も禁忌であること



夕食のメニュー 朝食のメニュー

①
主
食

穀類

ごはん・おにぎり・栗ごはん・赤飯・山菜ごはん・混ぜごはん ごはん 掛けごはん

寿司、ちらし寿司、海苔巻き
めん類
（ラーメン、ソバ、スパゲッ
ティ、ウドン、ソーメン）

雑穀ごはん カレーライス

餅（あんこ、納豆、黄粉、ノリ） お稲荷さん パン（トースト、ジャム）

②
お
か
ず

野菜、芋、海藻、

キノコ、豆等に

よるおかず       

※魚介類、肉、卵

を使用しない

煮物（根菜類）、おでん、煮つけ、煮豆、さつまいもとかぼちゃの
いとこ煮

サラダ 焼き魚

天ぷら（野菜、アスパラ） つつみ揚げ（油あげ) 海苔 納豆

炒め物（白菜・里芋・油揚、大根・里
芋・油揚、切昆布）

野菜の素揚げ からし和え（水菜） 漬物
（おしんこ、たくわん、梅ぼし）

豆腐ステーキ、大根ステーキ 酢の物（菊・大根・人参） なすのぬたあえ 温野菜

くるみ和え（人参）、ごま和え（ほう
れん草）、マスタード和え（根菜類）

じゃがいものキッシュ
煮物（打豆・ごぼう・人
参・油あげ）

大根ぼし煮付

大根の切りずけ 田楽、ねじりこんにゃく きんぴらごぼう 胡麻和え

③
汁

汁・スープなど
味噌汁（豆腐・わかめ・油あげ こづゆ（昆布・しいたけ） 味噌汁

こづゆ
（昆布・しいたけ）

スープ（たまねぎ・いも・ベーコン） けんちん汁 トマト味スープ けんちん汁

④
そ
の
他

左列の①～③

以外のメニュー

里芋をそのまま少しつぶして片栗粉
をまぶして揚げる（塩少々）

日本茶

果物（かき・りんご・ぶどう・さくらんぼ・もも・
なし）

ヨーグルト 日本茶

【検討例】ベジタリアンやムスリムの方を想定した食事メニュー表

※出汁はコンブ、キノコ等（鰹節、煮干し等は不可）、加工品を使用する場合、原材料を確認すること



受入地域

受入役

つなぎ役

中間支援組織

コーディネーター

対話を担う人材

宿泊・食事・体験サービス

その他のサービス等

②団体旅行

支援役
（自治体・観光協会・警察・消防・医療機関等）

団
体

Ⅲ．“各地域のつなぎ役”における農泊の役割

旅行
会社

①個人旅行

お客様



“各地域のつなぎ役”が関われる農泊の主な客層 （注：講師の私観）

画像：NIPPONIA HOTEL 大洲 城下町の公式サイト
「キャッスルステイ」（愛媛県大洲市）

画像：宮城県南三陸町による
訪台プロモーション

主な客層 滞在方法 宿泊形態 主な集客方法

観
光

訪
日

□個人
□小グループ
□団体ツアー等

□地域資源を活かしたガイ
ドツアー・アクティビティ

□パッケージツアー等
ホテル・旅館等

□ウェブ公開

□SNS発信

□訪問営業

□観光イベント出展
(商談等)

→旅行会社等から
の問合せ等も

□富裕層（FIT）

※少人数

□特定のお客様限定・貸切
プラン等

※高額設定

ラグジュアリーな設備
・サービスを提供する
宿泊施設等

交
流

国
内

□教育旅行
□企業研修等 □ホームステイ

□体験活動

□教育活動等

居宅・民泊・民宿等
訪
日

□国際交流
□視察研修
□教育旅行等







Ⅳ．ウェブで見つけられる・選ばれる対策

①“地域資源（ご当地の楽しみ方）の整理”

出典：農泊をめぐる状況について（令和４年４⽉１⽇時点 ）農林⽔産省 農村振興局都市農村交流課



①地域内移動（時刻表・支払方法等） ③観光案内所や道の駅・案内版

②レンタサイクル、レンタカー等

②“観光客目線”による地域内の確認

④トイレや休憩場所



③Googleマップ等への登録・公開

～お客様にとってのアクセス案内・カーナビに～



④“OTAや旅の口コミサイト”による公開

【用語説明】

□OTA:インターネット上だけで旅行商品の取引が完結する旅行会社

□メタサーチサイト： OTAを横断検索できるウェブサイト

※“求める客層に利用されているサイト”を選ぶこと



“書き込み”

ました！
新しい友達
や旧友が

見つかることも

口コミ（いいね）

口コミ（いいね）

口コミ（いいね）

口コミ（いいね）

⑤ＳＮＳによる情報拡散（口コミ効果）



⑥“映える”・“いいね”の演出（“推し”の整理）



⑦Ｗｉ-Fiや充電場所の設置・案内
（お客様による情報発信の促進）



⑧コメント（好評・悪評）チェック

看板の設置によって

景観を壊さない配慮も



【春節】なぜ？青森に中国人観光客が殺到
「東京に劣るとは思わない」

SNSフォロワー数は“人口超”の130万人以上

出典：FNNプライムオンライン（2024年2月7日 水曜 午前6:10配信）







観
光
団
体
等周辺の観光地

観光事業者等

農山漁村地域 国
内
外
の
旅
行
井
会
社
等

県・市町村の観光部署

県内農観連携による

プロモーション体制

Ⅴ．“農観連携”は集客可能性を高める手段の一つ

“訪問営業・商談”はニーズを把握するチャンス！

連携
調整

統括

参画・支援

農
泊
の
お
客
様

□ウエブ・SNS

□訪問営業

□観光イベント出展

□ウェブ公開等

参加申込・調整等

パッケ
ージ化



“他県の県観光推進組織の担当者”から伺った農泊へのご意見

観光 交流

□農山漁村には“我が県の特色”を活かせ
 る地域資源はあると思う

□実際、海外の旅行会社等を対象にした
 訪問営業や商談会などでも求められる
ことがある

□そこで、農山漁村の地域資源を活かし
 たプランを作成して、海外の旅行会社
等に売り出したい

□学校教育旅行では“民泊”の需要がある
 受入地域がバスごとに分散してもやむ
 を得ないと考える学校もある

□学校では“探究的な学習”に即したプロ
 グラムを求められることもある

□そこで、県内で民泊や体験活動、探究的
 な学習に即したプログラムなどに関す
る受入先を売り出したい

□しかしながら、地域資源を活かせる団体や人材を知らない

□農泊に取組む地域や団体・人材と情報交換をしていきたい

□県の観光媒体（パンフレット・公式サイト等）で紹介していきたい

□希望されるならば、一緒に訪問営業や商談会などに伺うことも考えられる
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